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(57)【要約】
【課題】エネルギー効率の高い光源装置およびランプ点
灯方法を提供すること。
【解決手段】本発明の光源装置は、発光管内に陽極と陰
極とが対向配置され、当該発光管内に水銀が封入された
ショートアーク型水銀ランプと、前記ショートアーク型
水銀ランプに定格電力を供給する定格電力点灯モードと
、前記ショートアーク型水銀ランプに定格電力より低い
電力を供給する低電力点灯モードとを切り替えて前記シ
ョートアーク型水銀ランプを点灯させるよう、当該ショ
ートアーク型水銀ランプに電力を供給する給電装置とを
具えてなる光源装置において、前記給電装置は、前記低
電力点灯モードから前記定格電力点灯モードへの移行が
１５０ミリ秒間以内で行われるよう電力を供給するもの
であることを特徴とする。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光管内に陽極と陰極とが対向配置され、当該発光管内に水銀が封入されたショートア
ーク型水銀ランプと、
　前記ショートアーク型水銀ランプに定格電力を供給する定格電力点灯モードと、前記シ
ョートアーク型水銀ランプに定格電力より低い電力を供給する低電力点灯モードとを切り
替えて前記ショートアーク型水銀ランプを点灯させるよう、当該ショートアーク型水銀ラ
ンプに電力を供給する給電装置とを具えてなる光源装置において、
　前記給電装置は、前記低電力点灯モードから前記定格電力点灯モードへの移行が１５０
ミリ秒間以内で行われるよう電力を供給するものであることを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　前記給電装置が、前記定格電力点灯モードと前記低電力点灯モードとを繰り返して前記
ショートアーク型水銀ランプに電力を供給する場合において、
　前記定格電力点灯モードにおける前記ショートアーク型水銀ランプの定格電力による点
灯時間が、１～３秒間であることを特徴とする請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】
　波長３１３ｎｍ（ｊ線）および／または波長３６５ｎｍ（ｉ線）を利用して光照射処理
を行う光照射装置に用いられることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の光源装
置。
【請求項４】
　発光管内に陽極と陰極とが対向配置され、当該発光管内に水銀が封入されたショートア
ーク型水銀ランプを、定格電力を供給する定格電力点灯モードと、定格電力より低い電力
を供給する低電力点灯モードとを切り替えて点灯するランプ点灯方法において、
　前記低電力点灯モードから前記定格電力点灯モードへの移行が１５０ミリ秒間以内で行
われることを特徴とするランプ点灯方法。
【請求項５】
　前記定格電力点灯モードと前記低電力点灯モードとを繰り返して前記ショートアーク型
水銀ランプを点灯する場合において、
　前記定格電力点灯モードにおける前記ショートアーク型水銀ランプの定格電力による点
灯時間が、１～３秒間であることを特徴とする請求項４に記載のランプ点灯方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ショートアーク型水銀ランプと、このランプに定格電力を供給する定格電力
点灯モードと定格電力より低い電力を供給する低電力点灯モードとを切り替えて当該ラン
プを点灯させるよう、当該ランプに電力を供給する給電装置とを具えてなる光源装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ショートアーク型水銀ランプは、発光管内に対向配置された一対の電極の先端距離が短
く点光源に近いことから、例えば、露光装置用の光源などとして用いられている。
【０００３】
　このようなショートアーク型水銀ランプを具えてなる光源装置においては、エネルギー
効率の向上が求められており、例えば特許文献１には、入力電力として５ｋＷの電力と３
ｋＷの電力とを繰り返して供給してランプを点灯することが開示されている。また例えば
、特許文献２には、ショートアーク型水銀ランプを具えてなる光源装置において、定格電
力を供給するモードと定格電力の７０％の電力を供給するモードとを切り替えてランプを
点灯することが開示されている。
　特許文献１および特許文献２に開示されているように、当該ランプにおいて、定格電力
での点灯と定格電力より低い電力での点灯とを繰り返すことにより、定格電力より低い電
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力での点灯時におけるエネルギー消費が抑制され、従って、このような光源装置を光源と
して用いた露光装置などにおいては、エネルギー効率の高い処理が行われることとなる。
　しかしながら、近年においては、さらなるエネルギー効率の向上が求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－０２３１４５号公報
【特許文献２】特開２０００－１８１０７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、以上のような事情に基づいてなされたものであって、その目的は、エネルギ
ー効率の高い光源装置およびランプ点灯方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の光源装置は、発光管内に陽極と陰極とが対向配置され、当該発光管内に水銀が
封入されたショートアーク型水銀ランプと、
　前記ショートアーク型水銀ランプに定格電力を供給する定格電力点灯モードと、前記シ
ョートアーク型水銀ランプに定格電力より低い電力を供給する低電力点灯モードとを切り
替えて前記ショートアーク型水銀ランプを点灯させるよう、当該ショートアーク型水銀ラ
ンプに電力を供給する給電装置とを具えてなる光源装置において、
　前記給電装置は、前記低電力点灯モードから前記定格電力点灯モードへの移行が１５０
ミリ秒間以内で行われるよう電力を供給するものであることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の光源装置においては、前記給電装置が、前記定格電力点灯モードと前記低電力
点灯モードとを繰り返して前記ショートアーク型水銀ランプに電力を供給する場合におい
て、
　前記定格電力点灯モードにおける前記ショートアーク型水銀ランプの定格電力による点
灯時間が、１～３秒間であることが好ましい。
【０００８】
　本発明の光源装置においては、波長３１３ｎｍ（ｊ線）および／または波長３６５ｎｍ
（ｉ線）を利用して光照射処理を行う光照射装置に用いられることが好ましい。
【０００９】
　本発明のランプ点灯方法は、発光管内に陽極と陰極とが対向配置され、当該発光管内に
水銀が封入されたショートアーク型水銀ランプを、定格電力を供給する定格電力点灯モー
ドと、定格電力より低い電力を供給する低電力点灯モードとを切り替えて点灯するランプ
点灯方法において、
　前記低電力点灯モードから前記定格電力点灯モードへの移行が１５０ミリ秒間以内で行
われることを特徴とする。
【００１０】
　本発明のランプ点灯方法においては、前記定格電力点灯モードと前記低電力点灯モード
とを繰り返して前記ショートアーク型水銀ランプを点灯する場合において、
　前記定格電力点灯モードにおける前記ショートアーク型水銀ランプの定格電力による点
灯時間が、１～３秒間であることが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の光源装置によれば、低電力点灯モードから定格電力点灯モードへ移行するとき
の時間（以下、「特定移行時間」ともいう。）が１５０ミリ秒間以内であることにより、
エネルギー効率の向上を図ることができる。具体的には、本発明の光源装置によれば、波
長３１３ｎｍ（ｊ線）と波長３６５ｎｍ（ｉ線）における照度を、特定移行時間が１５０
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ミリ秒間を超える場合に比べて高いものとすることができ、従って、エネルギー消費が抑
制されながらも、所期の波長光について十分に高い照度を得ることができる。
【００１２】
　本発明のランプ点灯方法によれば、低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの移行
が１５０ミリ秒間以内で行われることにより、エネルギー効率の向上を図ることができる
。具体的には、本発明のランプ点灯方法によれば、波長３１３ｎｍ（ｊ線）と波長３６５
ｎｍ（ｉ線）における照度を、低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの移行が１５
０ミリ秒間を超える場合に比べて高くすることができ、従って、エネルギー消費が抑制さ
れながらも、所期の波長光について十分に高い照度を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の光源装置に用いられるショートアーク型水銀ランプの一例における構成
を示す説明用断面図である。
【図２】本発明の光源装置に用いられる給電装置の一例における回路の構成を示す説明図
である。
【図３】本発明の光源装置を具えた露光装置の一例における構成を示す説明図である。
【図４】本発明のランプ点灯方法において、定格電力点灯モードと低電力点灯モードとを
切り替えた場合におけるショートアーク型水銀ランプに供給される電力の値の変化の一例
を示すグラフである。
【図５】波長３１３ｎｍ（ｊ線）における、一個のパルス内での低電力点灯モードから定
格電力点灯モードへ移行した後の時間経過に伴う照度変化を示すグラフである。
【図６】波長３６５ｎｍ（ｉ線）における、一個のパルス内での低電力点灯モードから定
格電力点灯モードへ移行した後の時間経過に伴う照度変化を示すグラフである。
【図７】波長４０５ｎｍ（ｇ線）における、一個のパルス内での低電力点灯モードから定
格電力点灯モードへ移行した後の時間経過に伴う照度変化を示すグラフである。
【図８】波長４３６ｎｍ（ｈ線）における、一個のパルス内での低電力点灯モードから定
格電力点灯モードへ移行した後の時間経過に伴う照度変化を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明について詳細に説明する。
【００１５】
　本発明の光源装置は、発光管内に陽極と陰極とが対向配置され、当該発光管内に水銀が
封入されたショートアーク型水銀ランプと、このショートアーク型水銀ランプに定格電力
を供給する定格電力点灯モードと、定格電力より低い電力を供給する低電力点灯モードと
を切り替えてショートアーク型水銀ランプを点灯させるよう、当該ショートアーク型水銀
ランプに電力を供給する給電装置とを具えてなるものである。
【００１６】
〔ショートアーク型水銀ランプ〕
　図１は、本発明の光源装置に用いられるショートアーク型水銀ランプの一例における構
成を示す説明用断面図である。
　このショートアーク型水銀ランプ（以下、単に「水銀ランプ」という。）１０の発光管
１１は、内部に放電空間Ｓを形成する外形が略球状の発光部１２と、この発光部１２の両
端の各々に一体に連設された、管軸に沿って外方に伸びるロッド状の封止部１３とを有し
、この発光管１１における発光部１２内には、それぞれタングステンよりなる陰極１４お
よび陽極１５が互いに対向するよう配置されている。
　発光管１１における封止部１３の各々の内部には、例えばモリブデンよりなる金属箔（
図示せず）が気密に埋設され、金属箔の各々の一端には、一対の電極１４，１５の各々に
おける軸部１４ａ，１５ａの基端が溶接されて電気的に接続されている。
【００１７】
　発光管１１は例えば石英ガラスにより構成されており、この発光管１１の発光部１２内
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には、例えば、水銀および希ガスが封入されている。
　発光部１２内に封入される水銀は、必要な波長の放射光を得るためのものであり、その
封入量が例えば２０～４０ｍｇ／ｃｃとされる。
　発光部１２内に封入される希ガスは、点灯始動性を改善するためのものであり、その封
入圧は、静圧で例えば５０～１００ｋＰａである。また、希ガスとしては、アルゴンガス
を好適に用いることができる。
【００１８】
　このような水銀ランプ１０の具体的な仕様の一例を示すと、発光管１１における発光部
１２の最大外径が１７５ｍｍ、電極間距離が２３ｍｍ、発光管１１における発光部１２の
内容積が３０００ｃｃ、定格電圧が１７０Ｖ、定格電力が２５ｋＷである。
【００１９】
〔給電装置〕
　本発明の光源装置において、給電装置は、上記の水銀ランプ１０に定格電力を供給する
定格電力点灯モードと、水銀ランプ１０に定格電力より低い電力を供給する低電力点灯モ
ードとを切り替えて水銀ランプ１０を点灯させるよう、当該水銀ランプ１０に電力を供給
する機能を有するものである。
【００２０】
　図２は、本発明の光源装置に用いられる給電装置の一例における回路の構成を示す説明
図である。
　この給電装置２０は、ランプ点灯回路２１および電源制御回路２２から構成されている
。
　ランプ点灯回路２１においては、商用電源５０から供給される交流電圧が、例えば全波
整流回路（図示せず）およびコンデンサ（図示せず）から構成される整流平滑回路５１に
より直流電圧に整流・平滑される。この整流平滑回路５１により得られた直流電圧は、例
えば電界効果トランジスタよりなる複数のスイッチング素子（図示せず）から構成される
フルブリッジ型のスイッチング回路５２に供給される。そして、スイッチング回路５２に
含まれるスイッチング素子の各ベースはＰＷＭ制御部５４の出力に接続されており、この
ＰＷＭ制御部５４の出力により各スイッチング素子をオン／オフすることにより、スイッ
チング回路５２から高周波電圧が出力される。このスイッチング回路５２から出力された
高周波電圧は、トランスＴにより昇圧されて、ダイオード（図示せず）、インダクタンス
（図示せず）およびコンデンサ（図示せず）から構成される整流平滑回路５３により直流
電圧に変換されて電力測定回路５５および起動器５６を介して水銀ランプ１０に供給され
る。
【００２１】
　電源制御回路２２においては、ランプ点灯制御部４５から水銀ランプ１０の点灯モード
についての動作指令信号が切換部４３に入力され、切換部４３は、この動作指令信号を受
けて定格電力点灯モードまたは低電力点灯モードを選択する。具体的には、ランプ点灯制
御部４５からの動作指令信号が定格電力点灯モードに係るものである場合においては、定
格電力が定格電力点灯モード基準電力発生部６１によって、供給されるよう切換部４３の
動作制御が行われる。一方、ランプ点灯制御部４５からの動作指令信号が低電力点灯モー
ドに係るものである場合においては、低電力が低電力点灯モード基準電力発生部６２によ
って、供給されるよう切換部４３の動作制御が行われる。
　水銀ランプ１０への供給電力の調整は、ＰＷＭ制御部５４において、各スイッチング素
子のオン時間とオフ時間との比率（デューティ比）を制御することにより行われる。
【００２２】
　本発明において、低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの特定移行時間は、スイ
ッチング回路５２の各スイッチング素子におけるオフからオンへ移行する時間により決定
する。従って、ＰＷＭ制御部５４において、低電力点灯モードから定格電力点灯モードへ
移行する際に、スイッチング回路５２の各スイッチング素子におけるオン時間とオフ時間
との比率（デューティ比）を制御するときのオン時間の移行速度が予め１～１５０ミリ秒
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間の範囲内となるように設定されている。
【００２３】
　本発明において、給電装置２０は、低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの移行
が、１５０ミリ秒間以内、好ましくは１～１５０ミリ秒間以内、より好ましくは１～５０
ミリ秒間以内で行われるよう電力を供給するものである。
　給電装置２０において、低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの特定移行時間が
１５０ミリ秒間以内であることにより、発光管１１の発光部１２内に封入された水銀の蒸
気圧が安定する前に低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの移行が行われることと
なり、水銀による自己吸収が抑制された状態において、定格電力で水銀ランプ１０が点灯
されるので、エネルギー効率の向上を図ることができる。具体的には、後述する実験例の
結果に示されるように、波長３１３ｎｍ（ｊ線）と波長３６５ｎｍ（ｉ線）における照度
を、特定移行時間が１５０ミリ秒間を超える場合に比べて高いものとすることができる。
このことから、本発明の光源装置は、波長３１３ｎｍ（ｊ線）および／または波長３６５
ｎｍ（ｉ線）を利用して光照射処理を行う光照射装置に用いられることが好ましい。
　低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの特定移行時間が１５０ミリ秒間を超える
場合においては、発光管１１の発光部１２内に封入された水銀の蒸気圧が高い状態で電力
点灯モードから定格電力点灯モードへの移行が行われることとなり、水銀による自己吸収
が増大した状態において、定格電力で水銀ランプ１０が点灯されるので、エネルギー効率
の向上を図ることができないおそれがある。
【００２４】
　また、給電装置２０は、定格電力点灯モードと低電力点灯モードとを繰り返して水銀ラ
ンプ１０に電力を供給する場合において、定格電力点灯モードにおける水銀ランプ１０の
定格電力による点灯時間が１～３秒間であることが好ましい。定格電力による点灯時間が
３秒間を超える場合においては、水銀による自己吸収の影響により、より高いエネルギー
効率の向上を図ることができないおそれがある。
　さらに、給電装置２０は、定格電力点灯モードと低電力点灯モードとを繰り返して水銀
ランプ１０に電力を供給する場合において、低電力点灯モードにおける水銀ランプ１０の
低電力による点灯時間が４～３０秒間であることが好ましい。低電力による点灯時間が４
秒間以上であることにより、低電力点灯モードにおいて水銀蒸気圧が低下して、水銀の温
度が低下し、従って、水銀による自己吸収の影響を受けない状態で低電力点灯モードから
定格電力点灯モードへ移行することができ、より高いエネルギー効率の向上を図ることが
できる。
　以上のことから、本発明の光源装置においては、定格電力点灯モードにおける定格電力
による点灯時間より、低電力点灯モードにおける低電力による点灯時間が長いことが好ま
しい。
【００２５】
　ここで、低電力点灯モードにおいて水銀ランプ１０に供給される電力の値は、定格電力
の値より低いものであれば特に制限されないが、通常、定格電力の４０～８０％の範囲内
で選択される。
【００２６】
〔ランプ点灯方法〕
　本発明のランプ点灯方法は、発光管内に陽極と陰極とが対向配置され、当該発光管内に
水銀が封入されたショートアーク型水銀ランプを、定格電力を供給する定格電力点灯モー
ドと、定格電力より低い電力を供給する低電力点灯モードとを切り替えて点灯する方法に
おいて、低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの移行が１５０ミリ秒間以内で行わ
れる。
【００２７】
　以下、本発明のランプ点灯方法を、本発明の光源装置を露光装置用の光源として用いた
場合を例に挙げて具体的に説明する。
【００２８】
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　図３は、本発明の光源装置を具えた露光装置の一例における構成を示す説明図である。
　この露光装置は、露光光をワークＷに照射する光照射装置３０と、ワークＷを載置する
ワークステージＷＳと、ワークＷを搬送する搬送機構４０とを具えてなるものである。
　光照射装置３０は、露光光を放射する水銀ランプ１０、この水銀ランプ１０から放射さ
れた光を集光する集光鏡３１および給電装置２０からなる光源装置１と、集光鏡３１から
の光を反射する平面鏡３２と、平面鏡３２で反射された光の照度分布を均一にするインテ
グレータレンズ３３と、インテグレータレンズ３３よりの光を制御するシャッタ機構３４
と、インテグレータレンズ３３よりの光を平行光とするコリメータミラー３５と、コリメ
ータミラー３５とワークＷとの間の光路上に配置されたマスクＭとにより構成される。
【００２９】
　このような露光装置においては、ワークＷに対して以下のような処理が行われる。
　例えば薬剤が塗布されたワークＷが搬送機構４０により搬送され、ワークステージＷＳ
に載置、固定される。そして、マスクＭのマスクパターンがワークＷの所定の位置に露光
されるよう位置合わせを行い、シャッタ機構３４を開いて露光光を、マスクＭを介してワ
ークＷに照射し、露光処理を行う。露光処理が終了すると、シャッタ機構３４を閉じて露
光光を遮断する。その後、露光処理が施されたワークＷが搬出される。
【００３０】
　この露光装置においては、図４に示すように、ワークステージＷＳにワークＷがない状
態からワークステージＷＳにワークＷが搬送されて所定の位置合わせが行われるまでの時
間Ｔ１においては、給電装置２０から水銀ランプ１０には、例えば水銀ランプ１０の定格
電力の５０％の電力に相当する電力値の直流電力が供給され、これにより、水銀ランプ１
０が低電力点灯モードで点灯される。
　そして、露光処理が行われる時間Ｔ２においては、給電装置２０から水銀ランプ１０に
は、定格電力点灯モードによる電力、具体的には定格電力に相当する電力値の直流電力が
供給され、これにより、水銀ランプ１０が定格電力点灯モードで点灯される。このとき、
特定移行時間Ｔａにおいては、給電装置２０において、低電力点灯モードから定格電力点
灯モードに切り替える動作指令信号がランプ点灯制御部４５から切換部４３に入力されて
、点灯モードが低電力点灯モードから定格電力点灯モードへ移行する。
　その後、露光処理終了から次のワークＷが搬送されて所定の位置合わせが行われるまで
の時間Ｔ３においては、給電装置２０から水銀ランプ１０には、低電力点灯モードによる
電力に相当する電力値の直流電力が供給され、これにより、水銀ランプ１０が低電力点灯
モードで点灯される。このとき、移行時間Ｔｂにおいては、給電装置２０において、定格
電力点灯モードから低電力点灯モードに切り替える動作指令信号がランプ点灯制御部４５
から切換部４３に入力されて、点灯モードが定格電力点灯モードから低電力点灯モードへ
移行する。
　露光装置においては、以上のようなプロセスが繰り返し行われる。
【００３１】
　本実施態様において、低電力点灯モードにおける低電力による点灯時間Ｔ１およびＴ３
は、具体的には７秒間であり、定格電力点灯モードにおける定格電力による点灯時間Ｔ２
は、具体的には２秒間であり、低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの特定移行時
間Ｔａは、具体的には２０ミリ秒間であり、定格電力点灯モードから低電力点灯モードへ
の移行時間Ｔｂは、具体的には０～２０ミリ秒間である。
【００３２】
　本発明のランプ点灯方法においては、低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの特
定移行時間（Ｔａ）が、１５０ミリ秒間以内、好ましくは１～１５０ミリ秒間以内、より
好ましくは１～５０ミリ秒間以内とされる。
　定格電力点灯モードにおける定格電力による点灯時間（Ｔ２）が１～３秒間であること
が好ましく、低電力点灯モードにおける低電力による点灯時間（Ｔ１、Ｔ３）が４～３０
秒間であることが好ましい。
　また、定格電力点灯モードから低電力点灯モードへの移行時間（Ｔｂ）は、特に限定さ
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れないが、０～５０ミリ秒間以内、より好ましくは０～２０ミリ秒間以内とされる。
【００３３】
　なお、図４においては、縦軸は、水銀ランプ１０の定格電力値に対する実際に水銀ラン
プ１０に供給される電力の値の比率（定格電力値を１００％としたときの供給電力値の比
率）を示し、横軸は時間を示す。
【００３４】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記の実施形態に限定されるも
のではなく、種々の変更を加えることができる。
【実施例】
【００３５】
〔水銀ランプの作製〕
　図１に示す構成に従い、下記の仕様の水銀ランプ（Ａ）を作製した。
【００３６】
　水銀ランプ（Ａ）：
・発光管（１１）は石英ガラス製で、発光部（１２）の最大外径が１７５ｍｍ、発光部（
１２）の内容積が３０００ｃｃである。
・電極（１４，１５）の各々はタングステン製で、電極間距離が２３ｍｍである。
・発光管（１１）内には、３０ｍｇ／ｃｃの水銀、および、静圧で６２ｋＰａのアルゴン
ガスが封入されている。
・水銀ランプ（Ａ）の定格電力は２５ｋＷ、定格電圧は１７０Ｖ、管壁負荷値は２７Ｗ／
ｍｍ2 である。
【００３７】
〈実験例１〉
　水銀ランプ（Ａ）に定格電力点灯モード（定格電力値：２５ｋＷ）における定格電力に
よる点灯時間を２秒間、低電力点灯モード（低電力値：１２．５ｋＷ）における低電力に
よる点灯時間を７秒間として、定格電力点灯モードと低電力点灯モードとを繰り返し、直
流電力を供給して点灯させた。低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの特定移行時
間を２０ミリ秒間、５０ミリ秒間、１００ミリ秒間、１５０ミリ秒間、３００ミリ秒間、
５００ミリ秒間と変更して、各々の特定移行時間における波長３１３ｎｍ（ｊ線）と波長
３６５ｎｍ（ｉ線）の照度を測定した。なお、各々の照度は、特定移行時間５００ミリ秒
間における照度を１として相対値として示す。結果を表１に示す。
【００３８】
【表１】

【００３９】
　表１の結果より、低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの特定移行時間が１５０
ミリ秒間以内の場合においては、波長３１３ｎｍ（ｊ線）と波長３６５ｎｍ（ｉ線）の照
度が、特定移行時間３００ミリ秒間および５００ミリ秒間の場合に比べて高くなっている
ことが確認された。
【００４０】
〈実験例２〉
　水銀ランプ（Ａ）に定格電力点灯モード（定格電力値：２５ｋＷ）における定格電力に
よる点灯時間を２秒間、低電力点灯モード（低電力値：定格電力値４０～８０％）におけ
る低電力による点灯時間を７秒間として、定格電力点灯モードと低電力点灯モードとを繰
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り返し、直流電力を供給して点灯させた。低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの
特定移行時間を２０ミリ秒間として、各々の低電力値における波長３１３ｎｍ（ｊ線）、
波長３６５ｎｍ（ｉ線）、波長４０５ｎｍ（ｇ線）および波長４３６ｎｍ（ｈ線）の照度
を測定した。なお、各々の照度は、定格電力点灯モードにおいて２秒間点灯した直後の照
度を測定し、定格電力値（Ｗ0 ）と低電力値（Ｗ）との比率（Ｗ／Ｗ0 ）が１のときおけ
る照度を１としたときの相対値を表２に示す。
　また、各波長における、一個のパルス内での低電力点灯モードから定格電力点灯モード
へ移行した後の時間経過に伴う照度変化を示すグラフを図５～図８に示す。
【００４１】
【表２】

【００４２】
　表２の結果より、低電力点灯モードから定格電力点灯モードへの特定移行時間が２０ミ
リ秒間の場合において、低電力値を変化させても、波長３１３ｎｍ（ｊ線）と波長３６５
ｎｍ（ｉ線）の照度が、比率（Ｗ／Ｗ0 ）が１の場合に比べて高くなっていることが確認
された。
【００４３】
　また、図５～図８によれば、波長４０５ｎｍ（ｇ線）と波長４３６ｎｍ（ｈ線）におけ
る照度に変化が得られず、波長３１３ｎｍ（ｊ線）と波長３６５ｎｍ（ｉ線）における照
度が変化（向上）することからすると、波長３１３ｎｍ（ｊ線）と波長３６５ｎｍ（ｉ線
）において得られる高い照度が、オーバーシュートの影響によるものではなく、特定移行
時間の制御による特異的な現象であることが分かる。
【符号の説明】
【００４４】
１　　　光源装置
１０　　水銀ランプ
１１　　発光管
１２　　発光部
１３　　封止部
１４　　陰極
１４ａ　軸部
１５　　陽極
１５ａ　軸部
２０　　給電装置
２１　　ランプ点灯回路
２２　　電源制御回路
３０　　光照射装置
３１　　集光鏡
３２　　平面鏡
３３　　インテグレータレンズ
３４　　シャッタ機構
３５　　コリメータミラー
４０　　搬送機構
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４３　　切換部
４５　　ランプ点灯制御部
５０　　商用電源
５１　　整流平滑回路
５２　　スイッチング回路
５３　　整流平滑回路
５４　　ＰＷＭ制御部
５５　　電力測定回路
５６　　起動器
６１　　定格電力点灯モード基準電力発生部
６２　　低電力点灯モード基準電力発生部
Ｓ　　　放電空間
Ｔ　　　トランス
Ｍ　　　マスク
Ｗ　　　ワーク
ＷＳ　　ワークステージ

【図１】
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